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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　一般式［Ｉ］：
【化１】

〔式中、
　　Ｒ１及びＲ２は同一又は異なって、
　　（ｉ）　ハロゲン原子、シアノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよい
アルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２
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個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニ
ル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい６～１
０員単環もしくは二環式アリール基、或いは
　　（ｉｉ）ハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換されて
いてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキル
スルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていても
よい飽和もしくは不飽和含酸素、含硫もしくは含窒素５～７員複素単環式基、
　　Ｒ０は（ａ）水素原子；（ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアル
キル基；（ｃ）アルキルオキシアルキル基；（ｄ）式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示さ
れる基；（ｅ）アミノアルキル基（該基のアミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換さ
れていてもよい）；（ｆ）アルキル基、アルキルカルボニル基及びアルキルスルホニル基
から選ばれる基で置換されていてもよいアミノ基；（ｇ）４～６員含窒素脂肪族複素環式
基；（ｈ）式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基；（ｉ）式：－ＮＨＣＯＮ
ＨＲ０３で示される基；（ｊ）水酸基で置換されていてもよいアルキルオキシ基；（ｋ）
ヒドロキシアルキル基；又は（ｌ）カルボキシル基、Ｒｅ及びＲｆは、同一又は異なって
水素原子、アルキル基又はジアルキルアミノ基、Ｒ０１及びＲ０２は同一又は異なって水
素原子、アルキル基又はカルバモイルアルキル基、Ｒ０３は水素原子又はアルキル基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　Ｒは、（Ａ）Ｒ０が（ａ）水素原子；（ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されてい
てもよいアルキル基；（ｃ）アルキルオキシアルキル基；（ｅ）アミノアルキル基（該基
のアミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）；（ｆ）アルキル基、
アルキルカルボニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる基で置換されていてもよい
アミノ基；（ｇ）４～６員含窒素脂肪族複素環式基；又は（ｊ）水酸基で置換されていて
もよいアルキルオキシ基であるときは、下式［ｉ］、［ｉｉ］又は［ｉｉｉ］：
【化１】

で示される基であり、且つ（Ｂ）Ｒ０が式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）、式：－Ｎ
ＨＣＯＮＨＲ０３で示される基、式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、カルボキ
シル基又はヒドロキシアルキル基であるときは、（ａ）アルキルオキシ基又は（ｂ）式：
－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基であることを表し、
　　環ＡはＣ３－８シクロアルキル基（該シクロアルキル基はベンゼン環と縮合していて
もよい）又はベンゼン環、Ｑは単結合手又はメチレン基、
　　環Ｂはその環構成炭素原子を介して隣接窒素原子と結合する４～７員脂肪族複素環式
基、Ｘは硫黄原子、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、酸素原子又は－ＮＲｋ－で示される基、Ｒｋ

はアルキル基、アルキルカルボニル基、アルキルオキシカルボニル基、アルキルスルホニ
ル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、又は１～２個
のアルキル基で置換されていてもよいカルバモイル基、
　　Ｒ３は（ａ）水酸基、アミノ基、アシルアミノ基、ジアルキルカルバモイルアミノ基
、アルキルスルホニルアミノ基及びジアルキルスルファモイルアミノから選ばれる基で置
換されていてもよいアルキル基；（ｂ）シアノ基；（ｃ）カルボキシル基；（ｄ）アルキ
ルオキシカルボニル基；（ｅ）式：－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）で示される基；（ｆ）式：－Ｃ
ＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）で示される基；（ｇ）下式：
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【化１】

で示される基；又は（ｈ）水酸基、
　　Ｒａ及びＲｂは同一又は異なって水素原子、水酸基、シアノ基、アルキル基、シアノ
アルキル基、トリハロゲノアルキル基、ヒドロキシアルキル基、アルキルオキシアルキル
基、シクロアルキル基、アシル基、アルキルスルホニル基又はアミノアルキル基（該基の
アミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）を表すか、或いはＲａ及
びＲｂの両者が互いに末端で結合して隣接窒素原子と共に飽和もしくは不飽和５～６員含
窒素複素環式基（該複素環式基は窒素原子以外に硫黄原子及び酸素原子から選ばれる異項
原子を含有していてもよい）を形成し、
　　Ｒ４は（ａ）水素原子；（ｂ）アルキル基；（ｃ）シアノ基；（ｄ）カルボキシル基
；（ｅ）アルキルカルボニル基；（ｆ）アルキルオキシカルボニル基；（ｇ）式：－ＣＯ
Ｎ（Ｒｃ）（Ｒｄ）で示される基；（ｈ）フェニル基；（ｉ）ベンジル基；又は（ｊ）ア
シルアミノ基、Ｒｃ及びＲｄは、同一又は異なって水素原子又はアルキル基、
　　ＲＡ及びＲＢは、一方が（ａ）アルキル基（水酸基、アルキルオキシ基、アミノ基、
アルキルアミノ基又はジアルキルアミノ基で置換されていてもよい）；（ｂ）フェニル基
（該フェニル基はハロゲン原子、アルキルオキシ基及びトリハロゲノアルキル基から選ば
れる１～２個の基で置換されていてもよい）；（ｃ）ベンジル基；（ｄ）５～６員含窒素
単環式ヘテロアリール基；又は（ｅ）シクロアルキル基であり、他方が（ａ）水素原子；
又は（ｂ）アルキル基（水酸基、アルキルオキシ基、アミノ基、アルキルアミノ基又はジ
アルキルアミノ基で置換されていてもよい）、
　　Ｒ５及びＲ６は、
　　　（Ａ）一方が水素原子又はアルキル基であり、他方が（１）ａ）ハロゲン原子、ｂ
）水酸基、ｃ）シアノ基、ｄ）アルキルオキシ基、ｅ）シクロアルキル基、ｆ）１～２個
のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、ｇ）アルキルチオ基、ｈ）アルキルスル
フィニル基、ｉ）アルキルスルホニル基、ｊ）アシル基、ｋ）１～２個のハロゲン原子で
置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基及びｌ）飽和もしくは不
飽和４～７員複素単環式基（該複素単環式基は酸素原子、硫黄原子及び窒素原子から選ば
れる１～４個のヘテロ原子を含み、且つハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、ア
ルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基
、アミノアルキル基、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アル
キル基、アルキルオキシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、ア
シル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アル
キルスルホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、
１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール
基および飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換
されていてもよい）から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよいアルキル基；（２
）ａ）シアノ基、ｂ）アルキル基、ｃ）カルボキシル基、ｄ）アルキルオキシカルボニル
基、ｅ）アミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）及びｆ
）カルバモイル基（該カルバモイル基は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）
から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいシクロアルキル基；（３）式：－Ｎ（
Ｒ８）（Ｒ９）で示される基；（４）１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６
～１０員単環もしくは二環式アリール基；又は（５）飽和もしくは不飽和４～７員複素単
環式基（該複素単環式基は酸素原子、硫黄原子及び窒素原子から選ばれる１～４個のヘテ
ロ原子を含み、且つハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキル基、１～３個
のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基、アミノアルキル基
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、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アルキル基、アルキルオ
キシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、アシル基、１～２個の
アルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アルキルスルホニル基、
１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、１～２個のハロゲン
原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基および飽和もしく
は不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換されていてもよい）
であるか、或いは
　　　（Ｂ）Ｒ５及びＲ６の両者が末端で互いに結合して隣接窒素原子と共に飽和もしく
は不飽和４～７員含窒素複素単環式基（該複素単環式基は２個以上の窒素原子を含有して
いてもよく、かつ当該窒素原子以外に酸素原子及び硫黄原子から選ばれる１～２個のヘテ
ロ原子を含有していてもよく、かつハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキ
ル基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基、ア
ミノアルキル基、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アルキル
基、アルキルオキシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、アシル
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アルキル
スルホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、１～
２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基お
よび飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換され
ていてもよい）を形成し、
　　Ｒ８及びＲ９は一方が水素原子又はアルキル基であり、他方が（１）ハロゲン原子、
シアノ基及び６～１０員単環もしくは二環式アリール基から選ばれる１～３個の基で置換
されていてもよいアルキル基；（２）ａ）シアノ基、ｂ）アルキル基、ｃ）カルボキシル
基、ｄ）アルキルオキシカルボニル基、ｅ）アミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル
基で置換されていてもよい）及びｆ）カルバモイル基（該カルバモイル基は１～２個のア
ルキル基で置換されていてもよい）から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいシ
クロアルキル基；（３）１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環
もしくは二環式アリール基；（４）アシル基；又は（５）飽和もしくは不飽和４～７員複
素単環式基（該複素単環式基は酸素原子、硫黄原子及び窒素原子から選ばれる１～４個の
ヘテロ原子を含み、且つハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキル基、１～
３個のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基、アミノアルキ
ル基、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アルキル基、アルキ
ルオキシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、アシル基、１～２
個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アルキルスルホニル
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、１～２個のハロ
ゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基および飽和も
しくは不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換されていてもよ
い）であることを表す。〕
で示される化合物（但し、６－フェニル－７－（４－クロロフェニル）－３－（Ｎ－イソ
プロピルカルバモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－（Ｎ－イソプロピ
ルカルバモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（４－シア
ノ－４－テトラヒドロチオピラニル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－ジメ
チルベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－メチ
ルベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－（２
－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
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　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（４－シアノベ
ンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；および
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－
ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－（ヒドロキシメチル）ピ
ラゾロ［１，５－ａ］ピリミジンを除く）又はその薬理的に許容し得る塩。
【請求項２】
　　一般式［Ｉ－Ｉ］：
【化１】

〔式中、
　　Ｒ１及びＲ２は同一又は異なって、
　　　（ｉ）ハロゲン原子、シアノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよい
アルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２
個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニ
ル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい６～１
０員単環もしくは二環式アリール基、或いは
　　　（ｉｉ）ハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換され
ていてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキ
シ基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキ
ルスルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていて
もよい飽和もしくは不飽和含酸素、含硫もしくは含窒素５～７員複素単環式基、
　　Ｒ０Ａは（ａ）水素原子；（ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいア
ルキル基；（ｃ）アルキルオキシアルキル基；（ｄ）アミノアルキル基（該基のアミノ基
部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）；（ｅ）アルキル基、アルキルカ
ルボニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる基で置換されていてもよいアミノ基；
（ｆ）４～６員含窒素脂肪族複素環式基；又は（ｇ）水酸基で置換されていてもよいアル
キルオキシ基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　Ｒ’は下式［ｉ］、［ｉｉ］又は［ｉｉｉ］：

【化１】

で示される基、
　　環ＡはＣ３－８シクロアルキル基（該シクロアルキル基はベンゼン環と縮合していて
もよい）又はベンゼン環、Ｑは単結合手又はメチレン基、
　　環Ｂはその環構成炭素原子を介して隣接窒素原子と結合する４～６員脂肪族複素環式
基、Ｘは硫黄原子、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、酸素原子又は－ＮＲｋ－で示される基、Ｒｋ

はアルキル基、アルキルカルボニル基、アルキルオキシカルボニル基、アルキルスルホニ
ル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、又は１～２個
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のアルキル基で置換されていてもよいカルバモイル基、
　　Ｒ３は（ａ）水酸基、アミノ基、アシルアミノ基、ジアルキルカルバモイルアミノ基
、アルキルスルホニルアミノ基及びジアルキルスルファモイルアミノ基から選ばれる基で
置換されていてもよいアルキル基；（ｂ）シアノ基；（ｃ）カルボキシル基；（ｄ）アル
キルオキシカルボニル基；（ｅ）式：－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）で示される基；（ｆ）式：－
ＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）で示される基；（ｇ）下式：
【化１】

で示される基；又は（ｈ）水酸基、Ｒａ及びＲｂは同一又は異なって水素原子、水酸基、
シアノ基、アルキル基、シアノアルキル基、トリハロゲノアルキル基、ヒドロキシアルキ
ル基、アルキルオキシアルキル基、シクロアルキル基、アルキルスルホニル基又はアミノ
アルキル基（該基のアミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）を表
すか、或いはＲａ及びＲｂの両者が互いに末端で結合して飽和もしくは不飽和５～６員含
窒素複素環式基（該複素環式基は窒素原子以外に硫黄原子及び酸素原子から選ばれる異項
原子を含有していてもよい）を形成し、
　　Ｒ４は（ａ）水素原子；（ｂ）アルキル基；（ｃ）シアノ基；（ｄ）カルボキシル基
；（ｅ）アルキルカルボニル基；（ｆ）アルキルオキシカルボニル基；（ｇ）式：－ＣＯ
Ｎ（Ｒｃ）（Ｒｄ）で示される基；（ｈ）フェニル基；（ｉ）ベンジル基；又は（ｊ）ア
シルアミノ基、Ｒｃ及びＲｄは、同一又は異なって水素原子又はアルキル基、
　　ＲＡ及びＲＢは、一方が（ａ）アルキル基（水酸基、アルキルオキシ基、アミノ基、
アルキルアミノ基又はジアルキルアミノ基で置換されていてもよい）；（ｂ）フェニル基
（該フェニル基はハロゲン原子、アルキルオキシ基及びトリハロゲノアルキル基から選ば
れる１～２個の基で置換されていてもよい）；（ｃ）ベンジル基；（ｄ）５～６員含窒素
単環式ヘテロアリール基；又は（ｅ）シクロアルキル基であり、他方が（ａ）水素原子；
又は（ｂ）アルキル基（水酸基、アルキルオキシ基、アミノ基、アルキルアミノ基又はジ
アルキルアミノ基で置換されていてもよい）であることを表す。〕
で示される化合物（但し、６－フェニル－７－（４－クロロフェニル）－３－（Ｎ－イソ
プロピルカルバモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－（Ｎ－イソプロピ
ルカルバモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（４－シア
ノ－４－テトラヒドロチオピラニル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－ジメ
チルベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－メチ
ルベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－（２
－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
および６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（４－シ
アノベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジンを除く）又はその薬理
的に許容し得る塩。
【請求項３】
　　一般式［Ｉ－ＩＩ］：
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【化１】

〔式中、
　　Ｒ１及びＲ２は同一又は異なって、
　　　（ｉ）ハロゲン原子、シアノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよい
アルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２
個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニ
ル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい６～１
０員単環もしくは二環式アリール基、或いは
　　　（ｉｉ）ハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換され
ていてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキ
シ基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキ
ルスルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていて
もよい飽和もしくは不飽和含酸素、含硫もしくは含窒素５～７員複素単環式基、
　　Ｒ０Ｂは式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基、式：－ＮＨＣＯＮＨＲ
０３で示される基、式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、カルボキシル基又はヒ
ドロキシアルキル基、Ｒ０１及びＲ０２は同一もしくは異なって水素原子、アルキル基又
はカルバモイルアルキル基、Ｒ０３は水素原子又はアルキル基、Ｒｅ及びＲｆは同一又は
異なって水素原子、アルキル基又はジアルキルアミノ基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　Ｒ”はアルキルオキシ基又は式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、
　　Ｒ５及びＲ６は、
　　　（Ａ）一方が水素原子又はアルキル基であり、他方が（１）ハロゲン原子、水酸基
、シアノ基、アルキルオキシ基、シクロアルキル基、１～２個のアルキル基で置換されて
いてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニル基、アルキルスルホニル基
、アシル基、１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二
環式アリール基及び飽和もしくは不飽和４～７員複素単環式基（該複素単環式基は酸素原
子、硫黄原子及び窒素原子から選ばれる１～４個のヘテロ原子を含み、且つハロゲン原子
、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアル
キル基、アルキルオキシアルキル基、アミノアルキル基、シクロアルキル基、６～１０員
単環もしくは二環式アリール－アルキル基、アルキルオキシ基、１～３個のハロゲン原子
で置換されたアルキルオキシ基、アシル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよ
いアミノ基、アシルアミノ基、アルキルスルホニル基、１～２個のアルキル基で置換され
ていてもよいアミノスルホニル基、１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～
１０員単環もしくは二環式アリール基および飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式
基から選ばれる１～４個の基で置換されていてもよい）から選ばれる１～３個の基で置換
されていてもよいアルキル基；（２）ａ）シアノ基、ｂ）アルキル基、ｃ）カルボキシル
基、ｄ）アルキルオキシカルボニル基、ｅ）アミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル
基で置換されていてもよい）及びｆ）カルバモイル基（該カルバモイル基は１～２個のア
ルキル基で置換されていてもよい）から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいシ
クロアルキル基；（３）式：－Ｎ（Ｒ８）（Ｒ９）で示される基；（４）１～２個のハロ
ゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基；又は（５）
飽和もしくは不飽和４～７員複素単環式基（該複素単環式基は酸素原子、硫黄原子及び窒
素原子から選ばれる１～４個のヘテロ原子を含み、ハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オ
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キソ基、アルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシ
アルキル基、アミノアルキル基、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリ
ール－アルキル基、アルキルオキシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオ
キシ基、アシル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミ
ノ基、アルキルスルホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスル
ホニル基、１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環
式アリール基および飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個
の基で置換されていてもよい）であるか、或いは
　　　（Ｂ）Ｒ５及びＲ６の両者が末端で互いに結合して隣接窒素原子と共に飽和もしく
は不飽和４～７員含窒素複素単環式基（該複素単環式基は２個以上の窒素原子を含有して
いてもよく、かつ当該窒素原子以外に酸素原子及び硫黄原子から選ばれる１～２個のヘテ
ロ原子を含有していてもよく、かつハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキ
ル基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基、ア
ミノアルキル基、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アルキル
基、アルキルオキシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、アシル
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アルキル
スルホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、１～
２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基お
よび飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換され
ていてもよい）を形成し、
　　Ｒ８及びＲ９は一方が水素原子又はアルキル基であり、他方が（１）ハロゲン原子、
シアノ基及び６～１０員単環もしくは二環式アリール基から選ばれる１～３個の基で置換
されていてもよいアルキル基；（２）ａ）シアノ基、ｂ）アルキル基、ｃ）カルボキシル
基、ｄ）アルキルオキシカルボニル基、ｅ）アミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル
基で置換されていてもよい）及びｆ）カルバモイル基（該カルバモイル基は１～２個のア
ルキル基で置換されていてもよい）から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいシ
クロアルキル基；（３）１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単環
もしくは二環式アリール基；（４）アシル基；又は（５）飽和もしくは不飽和４～７員複
素単環式基（該複素単環式基は酸素原子、硫黄原子及び窒素原子から選ばれる１～４個の
ヘテロ原子を含み、ハロゲン原子、水酸基、シアノ基、オキソ基、アルキル基、１～３個
のハロゲン原子で置換されたアルキル基、アルキルオキシアルキル基、アミノアルキル基
、シクロアルキル基、６～１０員単環もしくは二環式アリール－アルキル基、アルキルオ
キシ基、１～３個のハロゲン原子で置換されたアルキルオキシ基、アシル基、１～２個の
アルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アシルアミノ基、アルキルスルホニル基、
１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、１～２個のハロゲン
原子で置換されていてもよい６～１０員単環もしくは二環式アリール基および飽和もしく
は不飽和５～６員含窒素複素環式基から選ばれる１～４個の基で置換されていてもよい）
であることを表す。〕
で示される化合物又はその薬理的に許容し得る塩（但し、６－（２－クロロフェニル）－
７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－
イル）カルバモイル］－２－（ヒドロキシメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジンを
除く）。
【請求項４】
　　一般式［Ｉ－Ｉ－Ａ］：
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【化１】

〔式中、Ｒ１０及びＲ２０は同一又は異なって、
　　（ｉ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該アリール基はハロゲン原子、シ
アノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基、１～３個のハロゲ
ン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２個のアルキル基で置換されてい
てもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニル基及びアルキルスルホニル基
から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）；又は
　　（ｉｉ）飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該
複素環式基はハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換されて
いてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキル
スルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていても
よい）、
　　Ｒ０Ａは（ａ）水素原子；（ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいア
ルキル基；（ｃ）アルキルオキシアルキル基；（ｄ）アミノアルキル基（該基のアミノ基
部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）；（ｅ）アルキル基、アルキルカ
ルボニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる基で置換されていてもよいアミノ基；
（ｆ）４～６員含窒素脂肪族複素環式基；又は（ｇ）水酸基で置換されていてもよいアル
キルオキシ基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　ＲＳは下式［ｉ－ａ］、［ｉｉ－ａ］又は［ｉｉｉ－ａ］：

【化１】

で示される基、
　　環ＡはＣ３－８シクロアルキル基（該シクロアルキル基はベンゼン環と縮合していて
もよい）又はベンゼン環、Ｑは単結合手又はメチレン基、
　　環Ｂはその環構成炭素原子を介して隣接窒素原子と結合する４～７員脂肪族複素環式
基、Ｘは硫黄原子、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、酸素原子又は－ＮＲｋ－で示される基、Ｒｋ

はアルキル基、アルキルカルボニル基、アルキルオキシカルボニル基、アルキルスルホニ
ル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、又は１～２個
のアルキル基で置換されていてもよいカルバモイル基、
　　Ｒ３０は（ａ）アルキル基（該アルキル基は水酸基、アミノ基、アシルアミノ基、ジ
アルキルカルバモイルアミノ基、アルキルスルホニルアミノ基及びジアルキルスルファモ
イルアミノ基から選ばれる基で置換されていてもよい）；（ｂ）シアノ基；（ｃ）カルボ
キシル基；（ｄ）アルキルオキシカルボニル基；（ｅ）式：－Ｎ（Ｒａａ）（Ｒｂｂ）で
示される基；（ｆ）式：－ＣＯＮ（Ｒａａ）（Ｒｂｂ）で示される基；（ｇ）下式：
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【化１】

で示される基；或いは（ｈ）水酸基、
　　Ｒａａ及びＲｂｂは同一又は異なって水素原子、水酸基、シアノ基、アルキル基、シ
アノアルキル基、トリハロゲノアルキル基、ヒドロキシアルキル基、アルキルオキシアル
キル基、シクロアルキル基、式：ＲｘａＣＯ－で示される基、アルキルスルホニル基又は
アミノアルキル基（該基のアミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい
）を表すか、或いはＲａａ及びＲｂｂの両者が互いに末端で結合して飽和もしくは不飽和
５～６員含窒素複素単環式基（該複素単環式基は窒素原子以外に酸素原子及び硫黄原子か
ら選ばれる異項原子を更に含有していてもよい）を形成し、Ｒｘａは（ａ）水素原子、（
ｂ）アルキル基（該アルキル基はハロゲン原子、シアノ基、アルキルスルホニル基及びピ
リジル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）、（ｃ）アルキルオキシ基
（該アルキルオキシ基は６～１０員単環もしくは二環式アリール基で置換されていてもよ
い）、（ｄ）シクロアルキル基、（ｅ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該ア
リール基はハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、トリハロゲノアルキル基及びアルキル
オキシ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）、（ｆ）アミノ基（該アミ
ノ基は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）又は（ｇ）飽和もしくは不飽和含
硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該複素単環式基はハロゲン原子、シア
ノ基、アルキル基及びはトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されて
いてもよい）、
　　Ｒ４０は（ａ）水素原子；（ｂ）アルキル基；（ｃ）シアノ基；（ｄ）カルボキシル
基；（ｅ）アルキルカルボニル基；（ｆ）アルキルオキシカルボニル基；（ｇ）式：－Ｃ
ＯＮ（Ｒｃｃ）（Ｒｄｄ）で示される基；（ｈ）フェニル基；（ｉ）ベンジル基；又は（
ｊ）式：ＲｘａＣＯＮＨ－で示される基、Ｒｃｃ及びＲｄｄは同一又は異なって、水素原
子又はアルキル基、
　　ＲＡａ及びＲＢａは一方が（ａ）アルキル基（該アルキル基は水酸基、アルキルオキ
シ基、アミノ基、アルキルアミノ基又はジアルキルアミノ基で置換されていてもよい）；
（ｂ）フェニル基（該フェニル基はハロゲン原子、アルキルオキシ基及びトリハロゲノア
ルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）；（ｃ）ベンジル基；（ｄ
）５～６員含窒素ヘテロアリール基；又は（ｅ）シクロアルキル基であり、他方が（ａ）
水素原子；又は（ｂ）アルキル基（該アルキル基は水酸基、アルキルオキシ基、アミノ基
、アルキルアミノ基又はジアルキルアミノ基で置換されていてもよい）であることを表す
〕
で示される化合物（但し、６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－
３－［Ｎ－（４－シアノベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、
６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（４－シアノ－
４－テトラヒドロチオピラニル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、６
－フェニル－７－（４－クロロフェニル）－３－（Ｎ－イソプロピルカルバモイル）ピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニ
ル）－３－（Ｎ－イソプロピルカルバモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；６－
（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－ジメチルベン
ジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；６－（２－クロロフェニル）
－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（α－メチルベンジル）カルバモイル］ピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニ
ル）－３－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン；６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）
－３－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピ
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リミジン；および６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ
－（４－シアノベンジル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジンを除く）又
はその薬理的に許容し得る塩。
【請求項５】
　　一般式［Ｉ－Ｉ－ａ］：
【化１】

〔式中、Ｒ１Ａは
　　（ａ）ハロゲン原子、ジフルオロアルキル基、トリフルオロアルキル基及びジアルキ
ルアミノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基、又は
　　（ｂ）アルキル基、トリフルオロアルキル基及びアルキルオキシ基から選ばれる基で
置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基、
　　Ｒ２Ａはハロゲン原子及びシアノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよ
いフェニル基、
　　Ｒ０Ａは（ａ）水素原子；（ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいア
ルキル基；（ｃ）アルキルオキシアルキル基；（ｄ）アミノアルキル基（該基のアミノ基
部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）；（ｅ）アルキル基、アルキルカ
ルボニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる基で置換されていてもよいアミノ基；
（ｆ）４～６員含窒素脂肪族複素環式基；又は（ｇ）水酸基で置換されていてもよいアル
キルオキシ基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　ＲＳ１は下式［ｉ－ｂ］、［ｉ－ｃ］、［ｉ－ｄ］、［ｉｉ－ｂ］，［ｉｉｉ－ｂ］
又は［ｉｉｉ－ｃ］：

【化１】

で示される基、
　　環Ａａは（ａ）Ｃ３－８シクロアルキル基又は（ｂ）ベンゼン環と縮合したＣ５－６

シクロアルキル基、Ｑは単結合手又はメチレン基、
　　環Ｂａはその環構成炭素原子を介して隣接窒素原子と結合する４～７員脂肪族複素単
環式基、Ｘは硫黄原子、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、酸素原子又は－ＮＲｋ－で示される基、
Ｒｋはアルキル基、アルキルカルボニル基、アルキルオキシカルボニル基、アルキルスル
ホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノスルホニル基、又は１～
２個のアルキル基で置換されていてもよいカルバモイル基、
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　　Ｒ３１はシアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、アミノアルキル基（該基の
アミノ部分はアルキルカルボニル基、ジアルキルスルファモイル基、アルキルスルホニル
基又はジアルキルカルバモイル基で置換されていてもよい）、カルボキシアルキル基、カ
ルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、カルバモイル基（該基のアミノ基部分はア
ルキル基及びジアルキルアミノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていても
よい）、或いは下記：
【化１】

で示される基、
　　Ｒ４１は水素原子、アミノ基又は式：ＲｘａＣＯＮＨ－で示される基、Ｒｘａは（ａ
）水素原子、（ｂ）アルキル基（該アルキル基はハロゲン原子、シアノ基、アルキルスル
ホニル基及びピリジル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）、（ｃ）ア
ルキルオキシ基（該アルキルオキシ基は６～１０員単環もしくは二環式アリール基で置換
されていてもよい）、（ｄ）シクロアルキル基、（ｅ）６～１０員単環もしくは二環式ア
リール基（該アリール基はハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、トリハロゲノアルキル
基及びアルキルオキシ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）、（ｆ）ア
ミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）又は（ｇ）飽和も
しくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該複素単環式基はハロ
ゲン原子、シアノ基、アルキル基及びはトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の
基で置換されていてもよい）、
　　Ｒ３２は水酸基、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、アミノ基又は式：
ＲｘａＣＯＮＨ－で示される基、
　　Ｒ３３はカルボキシル基又はアルキルオキシカルボニル基、
　　Ｒ３４はシアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、アミノアルキル基、カルボ
キシアルキル基、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、カルバモイル基（該基
のアミノ基部分はアルキル基、ヒドロキシアルキル基、シアノアルキル基、トリハロゲノ
アルキル基、アルキルオキシアルキル基、シクロアルキル基、アルキルスルホニル基及び
ジアルキルアミノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）、式：

【化１】

で示される基、或いは下記：
【化１】

で示される基、環Ｊは飽和もしくは不飽和４～７員含窒素複素単環式基（該複素環式基は
窒素原子以外に異項原子として酸素原子を含有していてもよい）、
　　Ｒ３５はヒドロキシアルキル基、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基又は
カルバモイル基（該基のアミノ基部分は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）
、ＲＡ１はアルキル基、シクロアルキル基、フェニル基（該フェニル基は、ハロゲン原子
、アルキルオキシ基及びトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されて
いてもよい）又はベンジル基、ＲＢ１は水素原子又はアルキル基、
　　Ｒ３６はアルキル基又はカルバモイル基、ＲＢ２は水素原子又はアルキル基であるこ
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とを表す。〕
で示される化合物（但し、６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－
３－［Ｎ－（４－シアノ－４－テトラヒドロチオピラニル）カルバモイル］ピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン、６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３
－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジンおよび６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３
－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジンを除く）又はその薬理的に許容し得る塩。
【請求項６】
　　一般式［Ｉ－ＩＩ－ｉ］：
【化１】

〔式中、Ｒ１０及びＲ２０は同一又は異なって、
　　（ｉ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該アリール基はハロゲン原子、シ
アノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基、１～３個のハロゲ
ン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２個のアルキル基で置換されてい
てもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニル基及びアルキルスルホニル基
から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）；又は
　　（ｉｉ）飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該
複素環式基はハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換されて
いてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキル
スルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていても
よい）、
　　Ｒ０Ｂは式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基、式：－ＮＨＣＯＮＨＲ
０３で示される基、式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、カルボキシル基又はヒ
ドロキシアルキル基、Ｒ０１及びＲ０２は同一もしくは異なって水素原子、アルキル基又
はカルバモイルアルキル基、Ｒ０３は水素原子又はアルキル基、Ｒｅ及びＲｆは同一又は
異なって水素原子、アルキル基又はジアルキルアミノ基、
　　Ｅは式：－Ｃ（＝Ｏ）－又は－ＳＯ２－で示される基、
　　Ｒ５Ａは水素原子又はアルキル基、
　　Ｒ６Ａは
　　　（Ａ）アルキル基（該基は（ａ）ハロゲン原子、（ｂ）水酸基、（ｃ）シアノ基、
（ｄ）アルキルオキシ基、（ｅ）カルボキシル基、（ｆ）カルバモイル基（該基は１～２
個のアルキル基で置換されていてもよい）、（ｇ）アルキルチオ基、（ｈ）アルキルスル
ホニル基（ｉ）シクロアルキル基（該基はアルキル基及び水酸基から選ばれる１～２個の
基で置換されていてもよい）、（ｊ）１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミ
ノ基及び（ｋ）飽和もしくは不飽和４～１０員、単環もしくは二環式含窒素、含硫もしく
は含酸素複素環式基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）；
　　　（Ｂ）シクロアルキル基（該シクロアルキル基はベンゼン環と縮合していてもよく
、且つ（ａ）水酸基、カルボキシル基及びアミノ基から選ばれる基で置換されていてもよ
いアルキル基；（ｂ）シアノ基；（ｃ）カルボキシル基；（ｄ）式：ＲｘａＣＯ－で示さ
れる基；（ｅ）式：－Ｎ（Ｒａ１）（Ｒｂ１）で示される基；（ｆ）式：－ＣＯＮ（Ｒａ

１）（Ｒｂ１）で示される基；（ｇ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基；（ｈ）
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６～１０員単環もしくは二環式アリール基で置換されたアルキル基；及び（ｉ）１～２個
のオキソ基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和４～７員含窒素複素単環式基から
選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）、Ｒａ１及びＲｂ１は同一又は異なって
水素原子、水酸基、シアノ基、アルキル基、式：ＲｘａＣＯ－で示される基、アルキルス
ルホニル基、アミノアルキル基、モノアルキルアミノアルキル基又はジアルキルアミノア
ルキル基；
　　　（Ｃ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該アリール基はシアノ基、トリ
ハロゲノアルキル基、アルキルオキシ基及びカルボキシル基から選ばれる１～２個の基で
置換されていてもよい）；
　　　（Ｄ）飽和もしくは不飽和４～１０員単環もしくは二環式複素環式基（該複素環式
基は硫黄原子、酸素原子及び窒素原子から選ばれる少なくとも１個のヘテロ原子を含有し
、且つ（ａ）ハロゲン原子、（ｂ）水酸基、（ｃ）オキソ基、（ｄ）シアノ基、（ｅ）ア
ルキル基、（ｆ）トリハロゲノアルキル基、（ｇ）ヒドロキシアルキル基、（ｈ）アルキ
ルオキシアルキル基、（ｉ）アルキルオキシ基、（ｊ）式：ＲｘａＣＯ－で示される基、
（ｋ）シクロアルキル基、（ｌ）アルキルスルホニル基、（ｍ）１～２個のアルキル基で
置換されていてもよいアミノスルホニル基、（ｎ）フェニルスルホニル基、（ｏ）アミノ
基、（ｐ）式：ＲｘａＣＯＮＨ－で示される基、（ｑ）１～２個のアルキル基で置換され
ていてもよいカルバモイル基、（ｒ）ハロゲン原子で置換されていてもよい６～１０員単
環もしくは二環式アリール基及び（ｓ）アルキル基及びトリハロゲノアルキル基から選ば
れる１～２個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒
素４～７員複素単環式基から選ばれる１～４個の基で置換されていてもよい）；
　　　（Ｅ）式：－Ｎ（Ｒ８１）（Ｒ９１）で示される基、Ｒ８１は水素原子又はアルキ
ル基、Ｒ９１は（ａ）アルキル基（該アルキル基はハロゲン原子、シアノ基及び６～１０
員単環もしくは二環式アリール基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）；
（ｂ）シクロアルキル基；（ｃ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該アリール
基はハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、トリハロゲノアルキル基、アルキルオキシ基
、トリハロゲノアルキルオキシ基、アルキルチオ基、アルキルスルホニル基及び式：Ｒｘ

ａＣＯ－で示される基から選ばれる基で置換されていてもよい）；（ｄ）式：ＲｘａＣＯ
－で示される基；又は（ｅ）飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複
素単環式基（該複素環式基はハロゲン原子、アルキル基、トリハロゲノアルキル基及びア
ルキルオキシ基から選ばれる基で置換されていてもよい）；或いは
　　　（Ｆ）Ｒ５ＡとＲ６Ａとが互いに結合して隣接窒素原子と共に飽和もしくは不飽和
４～１０員単環もしくは二環式含窒素複素環式基（該含窒素複素環式基は、窒素原子以外
にも硫黄原子及び酸素原子から選ばれる１～２個のヘテロ原子を有していてもよく、且つ
ハロゲン原子、オキソ基、アルキル基、式：ＲｘａＣＯ－で示される基及びジアルキルア
ミノスルホニル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）を形成することを
表し、
　　Ｒｘａは（ａ）水素原子、（ｂ）アルキル基（該アルキル基はハロゲン原子、シアノ
基、アルキルスルホニル基及びピリジル基から選ばれる１～３個の基で置換されていても
よい）、（ｃ）アルキルオキシ基（該アルキルオキシ基は６～１０員単環もしくは二環式
アリール基で置換されていてもよい）、（ｄ）シクロアルキル基、（ｅ）６～１０員単環
もしくは二環式アリール基（該アリール基はハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、トリ
ハロゲノアルキル基及びアルキルオキシ基から選ばれる１～２個の基で置換されていても
よい）、（ｆ）アミノ基（該アミノ基は１～２個のアルキル基で置換されていてもよい）
又は（ｇ）飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該複
素単環式基はハロゲン原子、シアノ基、アルキル基及びはトリハロゲノアルキル基から選
ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）であることを表す。〕
で示される化合物（但し、６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－
３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－（
ヒドロキシメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジンを除く）又はその薬理的に許容し
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得る塩。
【請求項７】
　　一般式［Ｉ－ＩＩ－ｉｉ］：
【化１】

〔式中、Ｒ１０及びＲ２０は同一又は異なって、
　　（ｉ）６～１０員単環もしくは二環式アリール基（該アリール基はハロゲン原子、シ
アノ基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基、１～３個のハロゲ
ン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ基、１～２個のアルキル基で置換されてい
てもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキルスルフィニル基及びアルキルスルホニル基
から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい）；又は
　　（ｉｉ）飽和もしくは不飽和含硫、含酸素もしくは含窒素４～７員複素単環式基（該
複素環式基はハロゲン原子、シアノ基、オキソ基、１～３個のハロゲン原子で置換されて
いてもよいアルキル基、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキルオキシ
基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基、アルキルチオ基、アルキル
スルフィニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１～３個の基で置換されていても
よい）、
　　Ｒ０Ｂは式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基、式：－ＮＨＣＯＮＨＲ
０３で示される基、式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、カルボキシル基又はヒ
ドロキシアルキル基、Ｒ０１及びＲ０２は同一もしくは異なって水素原子、アルキル基又
はカルバモイルアルキル基、Ｒ０３は水素原子又はアルキル基、Ｒｅ及びＲｆは同一又は
異なって水素原子、アルキル基又はジアルキルアミノ基、
　　Ｒｎはアルキル基であることを表す。〕
で示される化合物又はその薬理的に許容し得る塩。
【請求項８】
　　Ｒ１０が（ｉ）ハロゲン原子、アルキル基、ジフルオロアルキル基、トリフルオロア
ルキル基及びジアルキルアミノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェ
ニル基又は（ｉｉ）アルキル基、トリフルオロアルキル基及びアルキルオキシ基から選ば
れる基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基、Ｒ２０が
ハロゲン原子及びシアノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基
、
　　Ｒ６Ａが（Ａ）アルキル基（該アルキル基は１～３個のハロゲン原子、水酸基、シア
ノ基、カルボキシル基及びアルキルオキシカルボニル基から選ばれる基で置換されていて
もよい）；
　　　（Ｂ）下式：
【化１】

で示される環式基〔式中、環Ａｂは（ａ）Ｃ３－８シクロアルキル基又は（ｂ）ベンゼン
環と縮合したＣ５－６シクロアルキル基、Ｒ３７は水素原子、シアノ基、アルキル基、ヒ
ドロキシアルキル基、アミノアルキル基、カルボキシアルキル基、カルボキシル基、アル
キルオキシカルボニル基、カルバモイル基（該基のアミノ基部分はアルキル基及びジアル
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キルアミノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）又は下式：
【化１】

で示される基、Ｒ４３は水素原子、アミノ基、アルキルオキシカルボニルアミノ基、又は
ベンジルオキシカルボニルアミノ基を表す〕；
　　　（Ｃ）フェニル基（該フェニル基はハロゲン原子、アルキルオキシ基、トリハロゲ
ノアルキル基、カルボキシル基及びアルキルオキシカルボニル基から選ばれる１～２個の
基で置換されていてもよい）；
　　　（Ｄ）下式：

【化１】

で示される環式基〔式中、環Ｂｂはその環構成炭素原子を介して隣接窒素原子と結合する
４～７員脂肪族複素単環式基、環Ｂｃは４～７員脂肪族含窒素複素単環式基、Ｘ１は硫黄
原子、式：－ＳＯ－で示される基、式：－ＳＯ２－で示される基、酸素原子又は式：－Ｎ
Ｒｍ－で示される基、Ｒｍはアルキル基、アルキルカルボニル基、アルキルオキシカルボ
ニル基、アルキルスルホニル基、１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノス
ルホニル基又は１～２個のアルキル基で置換されていてもよいカルバモイル基、Ｒ３８は
水素原子、シアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、アミノアルキル基、カルボキ
シアルキル基、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、カルバモイル基（該基の
アミノ基部分はアルキル基及びジアルキルアミノアルキル基から選ばれる１～２個の基で
置換されていてもよい）又は下式：
【化１】

で示される基を表す〕；
　　　（Ｅ）式：－Ｎ（Ｒ８ａ）（Ｒ９ａ）で示される基〔式中、Ｒ８ａは水素原子又は
アルキル基、Ｒ９ａはアルキル基、トリハロゲノアルキル基、シアノアルキル基、ベンジ
ル基、シクロアルキル基、フェニル基（該フェニル基はハロゲン原子、シアノ基、アルキ
ル基、トリハロゲノアルキル基、アルキルオキシ基、トリハロゲノアルキルオキシ基、ア
ルキルチオ基、アルキルスルホニル基、アルキルオキシカルボニル基及びベンジルオキシ
カルボニル基から選ばれる基で置換されていてもよい）、アルキルオキシカルボニル基、
ベンジルオキシカルボニル基又は５～６員含窒素ヘテロアリール基を表す〕；又は
　　　（Ｆ）下式：
【化１】

で示される基〔式中、環Ａｃはベンゼン環と縮合していてもよいＣ３－８シクロアルキル
基、環Ｂdは（ａ）フェニル基（該フェニル基はハロゲン原子、シアノ基、アルキルオキ
シ基、トリハロゲノアルキル基又はカルボキシル基で置換されていてもよい）又は（ｂ）
ピリジル基、ＲＳ１１は水素原子又はアルキル基、ＲＳ１２は水素原子、アルキル基、カ
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ルボキシル基、カルバモイル基又はモノもしくはジアルキルカルバモイル基、Ｒ３９は水
素原子、ハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、トリハロゲノア
ルキル基、アミノアルキル基、アルキルオキシ基、カルボキシアルキル基、カルボキシル
基、カルバモイル基（該基のアミノ基部分はアルキル基及びジアルキルアミノアルキル基
から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）、アミノ基、アルキルオキシカルボ
ニルアミノ基又はベンジルオキシカルボニルアミノ基、ｋは０～２の整数を表す〕である
請求項６記載の化合物。
【請求項９】
　　Ｒ１０が（ｉ）ハロゲン原子、アルキル基、ジフルオロアルキル基、トリフルオロア
ルキル基及びジアルキルアミノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェ
ニル基又は（ｉｉ）アルキル基、トリフルオロアルキル基及びアルキルオキシ基から選ば
れる基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～６員含窒素複素環式基、Ｒ２０が
ハロゲン原子及びシアノ基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基
である請求項７記載の化合物。
【請求項１０】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、（ａ）ハロゲン原子、シアノ基、１～３個のハロ
ゲン原子で置換されていてもよいアルキル基及び１～２個のアルキル基で置換されていて
もよいアミノ基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよいフェニル基、或いは（
ｂ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基及びアルキルオキシ基か
ら選ばれる基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～７員含窒素複素環式基であ
って、
　　Ａ１）Ｒ’が式［ｉ］で示される基、Ｒ３が（ａ）水酸基及びアミノ基から選ばれる
基で置換されていてもよいアルキル基、（ｂ）シアノ基、（ｃ）カルボキシル基、（ｄ）
アルキルオキシカルボニル基、（ｅ）式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基又は（
ｆ）アシルアミノ基、Ｒｅ及びＲｆが同一又は異なって水素原子、アルキル基又はジアル
キルアミノアルキル基、Ｒ４が水素原子又はアシルアミノ基であるか、又は；
　　Ａ２）Ｒ’が式［ｉｉ］で示される基、Ｘが硫黄原子、ＳＯ２、酸素原子又は式：Ｎ
－Ｒｋで示される基、Ｒｋがアルキルオキシカルボニル基、アルキルスルホニル基、アル
キルカルボニル基又はジアルキルアミノスルホニル基、Ｒ３が（ａ）水酸基で置換されて
いてもよいアルキル基、（ｂ）カルボキシル基、（ｃ）アルキルオキシカルボニル基又は
（ｄ）式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、ＲｅおよびＲｆが同一又は異なって
水素原子、アルキル基又はトリハロゲノアルキル基、Ｒ４が水素原子であるか；又は
　　Ａ３）Ｒ’が式［ｉｉｉ］で示される基、ＲＡが水酸基で置換されていてもよいアル
キル基、フェニル基（該フェニル基はハロゲン原子又はトリハロゲノアルキル基で置換さ
れていてもよい）又は含窒素５～６員へテロアリール基、ＲＢが水素原子又はアルキル基
、Ｒ３がアルキル基、カルボキシル基又は式：－ＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）で示される基、
ＲａおよびＲｂが水素原子又はアルキル基であり；かつ
Ｒ０Ａが水素原子、１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基、水酸基
で置換されていてもよいアルキルオキシ基、ヒドロキシアルキル基、アミノ基（該アミノ
基はアルキル基、アルキルカルボニル基及びアルキルスルホニル基から選ばれる１又は２
個の基で置換されていてもよい）又は４～６員含窒素脂肪族複素環式基である請求項２記
載の化合物。
【請求項１１】
　　Ｒ’が式［ｉ］で示される基、Ｒ３が（ａ）Ｃ１－６アルキル基、（ｂ）ヒドロキシ
－Ｃ１－６アルキル基、（ｃ）アミノ－Ｃ１－６アルキル基、（ｄ）シアノ基、（ｅ）カ
ルボキシル基、（ｆ）Ｃ１－６アルキルオキシ－カルボニル基、（ｇ）カルバモイル基、
（ｈ）モノもしくはジ（Ｃ１－６アルキル）カルバモイル基、（ｉ）ジ（Ｃ１－６アルキ
ル）アミノ－Ｃ１－６アルキル－カルバモイル基又は（ｊ）Ｃ１－６アルキルオキシ－カ
ルボニルアミノ基であり、Ｒ４が水素原子又はフェニル－Ｃ１－６アルキルオキシ－カル
ボニルアミノ基である請求項１０記載の化合物。
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【請求項１２】
　　Ｒ’が式［ｉｉ］で示される基、Ｘが硫黄原子、ＳＯ２、酸素原子又はＮ－Ｒｋで示
される基、ＲｋがＣ１－６アルキルオキシ－カルボニル基、Ｃ１－６アルキルスルホニル
基、Ｃ１－６アルキル－カルボニル基又はジ（Ｃ１－６アルキル）アミノスルホニル基、
Ｒ３が（ａ）カルバモイル基、（ｂ）モノもしくはジ（Ｃ１－６アルキル）－カルバモイ
ル基、（ｃ）モノ（トリハロゲノＣ１－６アルキル）カルバモイル基、（ｄ）Ｃ１－６ア
ルキルオキシ－カルボニル基、（ｅ）Ｃ１－６アルキル基又は（ｆ）ヒドロキシ－Ｃ１－

６アルキル基、Ｒ４が水素原子である請求項１０記載の化合物。
【請求項１３】
　　Ｒ’が式［ｉｉｉ］で示される基、ＲＡがＣ１－６アルキル基、ヒドロキシ－Ｃ１－

６アルキル基、フェニル基、ハロゲノフェニル基、トリハロゲノ（Ｃ１－６アルキル）－
フェニル基又はピリジル基、ＲＢが水素原子又はＣ１－６アルキル基、Ｒ３がＣ１－６ア
ルキル基、カルボキシル基、Ｃ１－６アルキルオキシ－カルボニル基又はカルバモイル基
である請求項１０記載の化合物。
【請求項１４】
　　Ｒ１がハロゲン原子、ジハロゲノ－Ｃ１－６アルキル基、トリハロゲノ－Ｃ１－６ア
ルキル基及びジ（Ｃ１－６アルキル）アミノ基から選ばれる１～２個の基で置換されたフ
ェニル基、Ｃ１－６アルキルオキシ－ピロリジニル基、Ｃ１－６アルキル－ピペリジル基
又はＣ１－６アルキルオキシピペリジル基、Ｒ２が１～２個のハロゲン原子で置換された
フェニル基、シアノフェニル基又はトリハロゲノ－Ｃ１－６アルキル－ピリジル基、Ｒ０

Ａが水素原子、Ｃ１－６アルキル基、ジハロゲノ－Ｃ１－６アルキル基、トリハロゲノ－
Ｃ１－６アルキル基、Ｃ１－６アルキルオキシ基、ヒドロキシ－Ｃ１－６アルキルオキシ
基、アミノ基、Ｃ１－６アルキル－カルボニルアミノ基、モノ（Ｃ１－６アルキル）カル
バモイル基又は４～６員含窒素脂肪族複素環式基である請求項１１、１２又は１３記載の
化合物。
【請求項１５】
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シア
ノシクロへキシル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シア
ノシクロペンチル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－メチ
ルシクロへキシル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－メチ
ルシクロプロピル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シアノシクロペンチル）カルバモイ
ル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シアノシクロへキシル）カルバモイ
ル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン；
　　３－［Ｎ－（４－カルバモイル－１，１－ジオキソ－テトラヒドロチオピラン－４－
イル）カルバモイル］－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）ピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　２－アセチルアミノ－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチル
フェニル）－３－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，
５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－３－［
Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ



(19) JP 2008-285464 A5 2009.4.9

－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］－２－（１－ピロリジニル）ピラゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルバモイルシクロへキシル）カルバモイル］－６－（２－クロロ
フェニル）－７－（４－クロロフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－メチ
ル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（４－カルバモイル－１，１－ジオキソ－テトラヒドロチオピラン－４－
イル）カルバモイル］－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフ
ェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシシクロへキシル）カルバモイル］－６－（２－クロロフ
ェニル）－７－（４－クロロフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［［１－［Ｎ－［
２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチル］カルバモイル］シクロへキシル］カルバモイル
］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－（Ｎ
－メチルカルバモイル）シクロへキシル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－（Ｎ
，Ｎ－ジメチルカルバモイル）シクロへキシル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　（Ｓ）－３－［Ｎ－（１－カルボキシ－２－メチルプロピル）カルバモイル］－６－
（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジ
ン；
　　（Ｓ）－３－［Ｎ－（１－カルボキシ－２－フェニルエチル）カルバモイル］－６－
（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　（Ｓ）－３－［Ｎ－（１－カルボキシ－２－メチルプロピル）カルバモイル］－６－
（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　（Ｓ）－３－［Ｎ－（α－カルボキシベンジル）カルバモイル］－６－（２－クロロ
フェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジ
ン；
　　（Ｓ）－３－［Ｎ－（１－カルボキシ－２－メチルプロピル）カルバモイル］－６－
（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシ－１－メチルエチル）カルバモイル］－６－（２－クロ
ロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　３－［Ｎ－（α－カルボキシベンジル）カルバモイル］－６－（２－クロロフェニル
）－７－（４－クロロフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシ－１－メチルエチル）カルバモイル］－６－（２－クロ
ロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシ－２－フェニルエチル）カルバモイル］－６－（２－ク
ロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（４－カルボキシ－１－シクロへキシル）カルバモイル］－６－（２－ク
ロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリ
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ミジン；
　　３－［Ｎ－（４－カルボキシベンジル）カルバモイル］－６－（２－クロロフェニル
）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（３－カルボキシベンジル）カルバモイル］－６－（２－クロロフェニル
）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［１－（２
－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シアノシクロへキシル）カルバモイ
ル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－メト
キシカルボニルシクロへキシル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（メチルスルホニ
ルアミノ）－３－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，
５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－［Ｎ－メチル－Ｎ
－（メチルスルホニル）アミノ］－３－［Ｎ－［１－（２－ピリジル）エチル］カルバモ
イル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－３－［Ｎ
－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－メトキシピペリジン－１－イル）－３－［
Ｎ－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（３－メトキシピロリジン－１－イル）－３－［
Ｎ－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（１－メトキシカルボニルシクロへキシル）スルファモイル］－２－メチルピラゾロ［
１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシシクロへキシル）スルファモイル］－６－（２－クロロ
フェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（４－メトキシカルボニル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カ
ルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カルバモイル］
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－メチル－３－［Ｎ
－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カルバモイル］
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－メチ
ル－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カ
ルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（３－ヒド
ロキシ－２－メチルプロプ－２－イル）カルバモイル］－２－メチルピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（４－ヒドロキシメチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カル
バモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
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　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－トリフルオロメチ
ル－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カ
ルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－エトキシ－３－［
Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カルバモイル
］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（２－フルオロ－４－トリフルオロメチルフェニ
ル）－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）
カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（３－メトキシカルボニル－１，１－ジオキソチエタン－３－イル）カルバモイル］ピ
ラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シア
ノシクロへキシル）カルバモイル］－２－メチルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（２－ヒドロキシ
エトキシ）－３－［Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル
）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－（２
－ヒドロキシエトキシ）－３－［Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエ
ン－３－イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］ピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－２－（ジフルオロメチル）－７－（４－トリフルオロ
メチルフェニル）－３－［Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３
－イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（トリフルオロメ
チル）－３－［Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カ
ルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－［４－（Ｎ－メチルカルバモイル）－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－
イル］カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［４－［Ｎ－（２，２，２－トリフルオロ
エチル）カルバモイル］－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル］カルバ
モイル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；および
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－［４－［Ｎ－（２，２，２－トリフルオロ
エチル）カルバモイル］－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル］カルバ
モイル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－メチルピラゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン
から選ばれる化合物またはその薬理的に許容し得る塩。
【請求項１６】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なってハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、ジハロゲノ
アルキル基及びトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよ
いフェニル基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、Ｒ５が水素原子又はアル
キル基、Ｒ６が（ａ）アルキル基（該アルキル基はハロゲン原子、水酸基、シアノ基、ア
ルキルオキシ基、Ｃ３－８シクロアルキル基、ヒドロキシ－Ｃ３－８シクロアルキル基、
アミノ－Ｃ３－８シクロアルキル基、１～２個のハロゲン原子で置換されたＣ３－８シク
ロアルキル基、ジアルキルアミノ基、カルボキシル基、１～２個のアルキル基で置換され
ていてもよいカルバモイル基、１～２個のハロゲン原子で置換されたフェニル基、トリハ
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ロゲノアルキルフェニル基、アルキルオキシフェニル基、カルボキシフェニル基及び飽和
もしくは不飽和５～６員含窒素もしくは含酸素複素環式基から選ばれる１～３個の基で置
換されていてもよい）、（ｂ）Ｃ３－８シクロアルキル基〔該シクロアルキル基はベンゼ
ン環と縮合していてもよく、且つシアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、カルボ
キシアルキル基、アミノアルキル基、アルキルカルボニルアミノ－アルキル基、ジ（アル
キル）カルバモイル－アミノ－アルキル基、アルキルスルホニルアミノアルキル基、ジア
ルキルスルファモイルアミノアルキル基、カルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基
、フェニルアルキルオキシカルボニル基、式：－ＣＯＮ（Ｒａ１）（Ｒｂ１）で示される
基（式中、Ｒａ１及びＲｂ１は同一又は異なって水素原子、アルキル基またはジアルキル
アミノアルキル基を表す）及びテトラゾリル基から選ばれる１～２個の基で置換されてい
てもよい〕、（ｃ）飽和もしくは不飽和４～６員含窒素、含硫もしくは含酸素複素環式基
〔該複素環式基はオキソ基、水酸基、シアノ基、アルキル基、ヒドロキシアルキル基、カ
ルボキシル基、アルキルオキシカルボニル基、アルキルスルホニル基、式：－ＣＯＮ（Ｒ
ａ２）（Ｒｂ２）で示される基（式中、Ｒａ２及びＲｂ２は同一又は異なって水素原子、
アルキル基、トリハロゲノアルキル基、シアノアルキル基、ヒドロキシアルキル基、アル
キルオキシアルキル基、アルキルスルホニル基またはＣ３－８シクロアルキル基を表す）
、ピロリジニルカルボニル基及びモルホリノカルボニル基から選ばれる１～３個の基で置
換されていてもよい〕或いは（ｄ）アミノ基（該アミノ基はアルキル基及びピリジル基か
ら選ばれる１～２個の基で置換されていてもよい）である請求項３記載の化合物（但し、
６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオ
キソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－（ヒドロキシメチル）ピラゾ
ロ［１，５－ａ］ピリミジンを除く）。
【請求項１７】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、ハロゲン原子、シアノ基、ジハロゲノアルキル基
及びトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル
基、Ｒ０Ｂが式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基、Ｒ”がアルキルオキシ
基である請求項３記載の化合物。
【請求項１８】
　　Ｅが式：－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基である請求項１６又は１７記載の化合物。
【請求項１９】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、ハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、ジハロゲ
ノアルキル基及びトリハロゲノアルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていても
よいフェニル基、Ｒ０Ｂが式：－ＮＨＣＯＮＨＲ０３で示される基、Ｅが－Ｃ（＝Ｏ）－
で示される基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、Ｒ５が水素原子、Ｒ６が
（ａ）アルキル基、（ｂ）トリハロゲノアルキル基、（ｃ）Ｃ３－８シクロアルキル基、
（ｄ）ジアルキルアミノ基又は（ｅ）オキソ基、アルキル基及びカルバモイル基から選ば
れる１～３個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～６員含硫複素環式基で
ある請求項３記載の化合物。
【請求項２０】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、（ｉ）ハロゲン原子、シアノ基、アルキル基、ジ
ハロゲノアルキル基、トリハロゲノアルキル基及びアルキルオキシ基から選ばれる１～２
個の基で置換されていてもよいフェニル基或いは（ｉｉ）飽和もしくは不飽和５～６員含
窒素複素単環式基、Ｒ０Ｂが式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ０２）で示される基、Ｒ０１

が水素原子又はアルキル基、Ｒ０２が水素原子、アルキル基又はカルバモイルアルキル基
、Ｅが－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、Ｒ
５が水素原子又はアルキル基、Ｒ６が（ａ）ハロゲン原子、水酸基、シアノ基、アルキル
オキシ基、１～２個のハロゲン原子で置換されていてもよいＣ３－８シクロアルキル基、
１～２個のアルキル基で置換されていてもよいアミノ基及びピリジル基から選ばれる１～
３個の基で置換されていてもよいアルキル基、（ｂ）アルキル基及びカルバモイル基から
選ばれる基で置換されていてもよいＣ３－８シクロアルキル基、（ｃ）アルキル基及びピ
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リジル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいアミノ基又は（ｄ）オキソ基
、アルキル基及びカルバモイル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい飽和
もしくは不飽和５～６員含窒素もしくは含硫複素環式基である請求項３記載の化合物。
【請求項２１】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、ハロゲン原子及びトリハロゲノアルキル基から選
ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基、Ｒ０Ｂが式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）
（Ｒｆ）で示される基、Ｒｅが水素原子又はアルキル基、Ｒｆが水素原子、アルキル基又
はジアルキルアミノ基、Ｅが－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ
６）で示される基、Ｒ５が水素原子、Ｒ６が（ａ）１～３個のハロゲン原子で置換されて
いてもよいアルキル基、（ｂ）Ｃ３－８シクロアルキル基又は（ｃ）オキソ基及びアルキ
ル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和４～６員含硫
複素環式基である請求項３記載の化合物。
【請求項２２】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、ハロゲン原子及びトリハロゲノアルキル基から選
ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基、Ｒ０Ｂがヒドロキシアルキル基
、Ｅが－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、Ｒ
５が水素原子、Ｒ６が（ａ）１～３個のハロゲン原子で置換されていてもよいアルキル基
、（ｂ）ピリジル基で置換されたアルキル基、（ｃ）シアノ基及びカルバモイルから選ば
れる基で置換されていてもよいＣ３－８シクロアルキル基又は（ｄ）オキソ基及びアルキ
ル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和４～６員含窒
素もしくは含硫複素環式基である請求項３記載の化合物（但し、６－（２－クロロフェニ
ル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン
－３－イル）カルバモイル］－２－（ヒドロキシメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジンを除く）。
【請求項２３】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なって、ハロゲン原子及びトリハロゲノアルキル基から選
ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフェニル基、Ｒ０Ｂがカルボキシル基、Ｅが
－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基、Ｒ”が式：－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）で示される基、Ｒ５が水
素原子、Ｒ６がオキソ基及びアルキル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよ
い飽和もしくは不飽和５～６員含硫複素環式基である請求項３記載の化合物。
【請求項２４】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なってハロゲノフェニル基、Ｒ０Ｂが１～２個のアルキル
基で置換されていてもよいスルファモイル基、Ｅが－Ｃ（＝Ｏ）－で示される基、Ｒ”が
アルキルオキシ基である請求項３記載の化合物。
【請求項２５】
　　Ｒ１が（ｉ）ハロゲン原子、Ｃ１－６アルキル基、ジハロゲノＣ１－６アルキル基及
びトリハロゲノＣ１－６アルキル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいフ
ェニル基或いは（ｉｉ）ピペリジノ基、Ｒ２がハロゲン原子及びシアノ基から選ばれる１
～２個の基で置換されていてもよいフェニル基、Ｒ０Ｂが式：－ＳＯ２Ｎ（Ｒ０１）（Ｒ
０２）で示される基、Ｒ０１が水素原子又はＣ１－６アルキル基、Ｒ０２が水素原子、Ｃ

１－６アルキル基又はカルバモイル－Ｃ１－６アルキル基、Ｒ５が水素原子、Ｒ６が（ａ
）ハロゲン原子、Ｃ１－６アルキルオキシ基、Ｃ３－８シクロアルキル基及びピリジル基
から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基、（ｂ）Ｃ１－６

アルキル基で置換されていてもよいＣ３－８シクロアルキル基、（ｃ）Ｃ１－６アルキル
基及びピリジル基から選ばれる１～２個の基で置換されていてもよいアミノ基又は（ｄ）
１～２個のオキソ基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～６員含窒素もしくは
含硫複素環式基である請求項２０記載の化合物。
【請求項２６】
　　Ｒ１がトリハロゲノＣ１－６アルキル－フェニル基、Ｒ２がハロゲノフェニル基、Ｒ
０Ｂが式：－ＣＯＮ（Ｒｅ）（Ｒｆ）で示される基、Ｒｅが水素原子又はＣ１－６アルキ
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ル基、Ｒｆが水素原子又はＣ１－６アルキル基、Ｒ５が水素原子、Ｒ６が（ａ）１～３個
のハロゲン原子で置換されていてもよいＣ１－６アルキル基、又は（ｂ）オキソ基及びＣ

１－６アルキル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和
５～６員含硫複素環式基である請求項２１記載の化合物。
【請求項２７】
　　Ｒ１がトリハロゲノＣ１－６アルキル－フェニル基、Ｒ２がハロゲノフェニル基、Ｒ
０ＢがヒドロキシＣ１－４アルキル基、Ｒ５が水素原子、Ｒ６が（ａ）トリハロゲノＣ１

－６アルキル基、（ｂ）ピリジル－Ｃ１－６アルキル基、（ｃ）シアノ基及びカルバモイ
ルから選ばれる基で置換されたＣ５－７シクロアルキル基又は（ｄ）オキソ基及びＣ１－

６アルキル基から選ばれる１～３個の基で置換されていてもよい飽和もしくは不飽和５～
６員含硫複素環式基である請求項２２記載の化合物（但し、６－（２－クロロフェニル）
－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３
－イル）カルバモイル］－２－（ヒドロキシメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
を除く）。
【請求項２８】
　　Ｒ１及びＲ２が同一又は異なるハロゲノフェニル基、Ｒ０ＢがＣ１－６アルキル－ス
ルファモイル基、Ｒ”がＣ１－６アルキルオキシ基である請求項２４記載の化合物。
【請求項２９】
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－エトキシカルボニ
ル－２－（Ｎ－メチルスルファモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－エトキシカルボニ
ル－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｒ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（Ｎ－メ
チルスルファモイル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）
カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペ
ンチル）カルバモイル］－２－（Ｎ－メチルスルファモイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［［Ｎ’－メチル
－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラジノ］カルボニル］－２－（Ｎ－メチルスルファモイル
）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｒ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（Ｎ，Ｎ
－ジメチルスルファモイル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－
イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペ
ンチル）カルバモイル］－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）ピラゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルスルファモイル）－３－［Ｎ－（１－ピロリジニル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５
－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［［Ｎ’－メチル
－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラジノ］カルボニル］－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファ
モイル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（Ｎ－メチルスル
ファモイル）－３－［Ｎ－（１－ピロリジニル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　（Ｒ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（
１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－スルファモイル
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－ピロ
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リジニル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［［Ｎ’－メチル
－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラジノ］カルボニル］－２－スルファモイルピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｓ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（
１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－スルファモイル
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペ
ンチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－
ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｒ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－
３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－ス
ルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｓ）－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－
３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－ス
ルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペンチル）カルバモイル］－７－
（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリ
ミジン；
　　（Ｒ）－７－（４－クロロフェニル）－６－（２－シアノフェニル）－３－［Ｎ－（
１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イル）カルバモイル］－２－スルファモイル
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　７－（４－クロロフェニル）－６－（２－シアノフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペ
ンチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　７－（４－クロロフェニル）－６－（２－シアノフェニル）－３－［［Ｎ’－メチル
－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラジノ］カルボニル］－２－スルファモイルピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン；
　　（Ｒ）－２－［Ｎ－（カルバモイルメチル）スルファモイル］－６－（２－クロロフ
ェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１，１－ジオキソテトラヒドロチ
エン－３－イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　２－［Ｎ－（カルバモイルメチル）スルファモイル］－６－（２－クロロフェニル）
－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロペンチル）カルバモイル］ピラゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン；
　　２－［Ｎ－（カルバモイルメチル）スルファモイル］－６－（２－クロロフェニル）
－７－（４－クロロフェニル）－３－［［Ｎ’－メチル－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラ
ジノ］カルボニル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　２－［Ｎ－（カルバモイルメチル）スルファモイル］－６－（２－クロロフェニル）
－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－ピロリジニル）カルバモイル］ピラゾ
ロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルボキシシクロへキシル）カルバモイル］－６－（２－クロロフ
ェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－（Ｎ－メチルスルファモイル）ピラゾロ［
１，５－ａ］ピリミジン；
　　３－［Ｎ－（１－カルバモイルシクロへキシル）カルバモイル］－６－（２－クロロ
フェニル）－７－（４－クロロフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－ヒド
ロキシメチル－３－［Ｎ－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
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　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－ヒド
ロキシメチル－３－［Ｎ－（３－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチエン－３－イ
ル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－シアノシクロへキシル）カルバモイ
ル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－ヒドロキシメチルピラゾロ［１，
５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－ヒド
ロキシメチル－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４
－イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　２－カルバモイル－６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフ
ェニル）－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオピラン－４－イ
ル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－（Ｎ
－メチルカルバモイル）－３－［Ｎ－（４－メチル－１，１－ジオキソテトラヒドロチオ
ピラン－４－イル）カルバモイル］ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２－
ジメチルプロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロへ
キシルメチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２，
２－トリフルオロエチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（３－メチ
ルプロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２－
ジフルオロエチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（シクロプ
ロピルメチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（１－メチ
ルシクロプロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）カル
バモイル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－２－ヒドロキシメチルピラゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－ジフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ－
（イソブチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
；
　　２－カルバモイル－６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２，２－トリフ
ルオロエチル）カルバモイル］－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）ピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－３－［
Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－ジフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ－
（２，２，２－トリフルオロエチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン；
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　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（ｎ－プロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（イソブチル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジ
ン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（１－メチルプロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（３－メトキシプロプ－２－イル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（１－メチルシクロプロピル）カルバモイル］－２－スルファモイルピラゾロ［１，５
－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）カル
バモイル］－７－（４－フルオロフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［［
Ｎ’－メチル－Ｎ’－（２－ピリジル）ヒドラジノ］カルボニル］－２－スルファモイル
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－（２，２，２－トリフルオロエチル）カルバモイル］－２－（ジメチルカルバモイル）
ピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－７－（４－トリフルオロメチルフェニル）－３－［Ｎ
－［１－メチル－１－（２－ピリジル）エチル］カルバモイル］－２－スルファモイルピ
ラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（３－メトキシプロプ－２－イル）カルバ
モイル］－７－（４－メチルフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）カル
バモイル］－７－（４－メチルフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン；
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－（イソブチル）カルバモイル］－７－（４
－メチルフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン；および
　　６－（２－クロロフェニル）－３－［Ｎ－シクロペンチルカルバモイル］－７－（４
－メチルフェニル）－２－スルファモイルピラゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
から選ばれる化合物又はその薬理的に許容し得る塩。
【請求項３０】
　　請求項１記載の化合物又はその薬理的に許容し得る塩を有効成分としてなる医薬組成
物。
【請求項３１】
　　精神分裂病を包含する精神病、不安障害、ストレス、鬱病、癲癇、神経変性、小脳及
び旧小脳（Ｓｐｉｎｏｃｅｒｅｂｅｌｌａｒ）障害、認識障害、頭蓋外傷、パニック発作
、末梢ニューロパシー、緑内障、片頭痛、パーキンソン病、アルツハイマー病、ハンチン
トン舞踏病、レイノー症候群、振せん、強迫性障害、健忘症、老年痴呆、胸腺障害、ツー
レット症候群、遅発性ジスキネシア、双極性障害、癌、薬剤誘発性運動障害、失調症、内
毒素血症性ショック、出血性ショック、低血圧症、不眠症、炎症を包含する免疫学的疾患
、多発性硬化症、嘔吐、下痢、喘息、食欲障害（過食症、食欲不振）、肥満症、非インス
リン依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ）、耐糖能障害、高インスリン血症、高脂血症、高コレス
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テロール血症、高トリグリセリド血症、脂質代謝異常、動脈硬化、高血圧、冠疾患、記憶
障害、泌尿器疾患、心血管疾患、不妊、感染症、髄鞘脱落性疾患、神経炎、ウィルス性脳
炎、脳血管障害、肝硬変、又は腸通過障害（ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌ ｔｒａｎｓｉｔ ｄｉ
ｓｏｒｄｅｒｓ）を包含する消化管疾患の予防・治療剤である請求項３０に記載の医薬組
成物。
【請求項３２】
　　慢性処置及び物質、物質依存又は薬物乱用からの離脱促進剤である請求項請求項３０
に記載の医薬組成物。
【請求項３３】
　　鎮痛薬もしくは麻酔性及び非麻酔性の薬剤の鎮痛活性の増強剤である請求項３０に記
載の医薬組成物。
【請求項３４】
　　禁煙補助剤（喫煙からの離脱促進剤）である請求項３０に記載の医薬組成物。
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